
 

＜ 熱中症症状発生時の緊急時体制 ＞ 

＊発症者は、１名や数名ではなく、多数の場合もあることを踏まえて対応する。 

患 者 

発見者は、患者のそばを離れない。 

   軽度            中度            重度 

・めまい・立ちくらみ     ・頭痛・吐き気       ・けいれん・体温が高い 

・筋肉痛・大量の汗      ・だるい・力が入らない   ・歩けない・意識がない 

担 任 

 
校長 

副校長 

救急車要請 

医療機関 

応急処置 

・涼しい場所へ移動させる 

・衣服をゆるめる 

・体を冷やす 

（首、わきの下、股関節 等） 

・水分、塩分を補給する 

家庭 

教育委員会 

・症状が改善されない 

・自力での水分補給が出来ない 

         意識あり              意識ない 

       （反応が正常）              （含む：反応がおかしい） 

 

多数の患者が発生し

た場合は、各救急車

に職員が同乗する 

患者数によ

り、対応す

る職員を増

やす。 

養護教諭 

 


